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・ 意義 


金融 機関 は 、 技術 革新 の 進展 や 事業 の 広範 化 ・ 複 雑 化 を 背景 に 、 意思 決定 に お け 
る モデ ル の 活用 を 拡大 させ て きた 。 モ デル は 現実 世界 を 定式 化し 、 ビ ジネス 、 リ ス 
ク 管 理 、 コ ンプ ライ アン ス な ど 様 々 な 領域 で 、 意思 決定 に 活用 し 得 財 る 情報 を 提供 す 

一 方 、 モ デル は その 人 性質 に より 、 必然 的 に 多く の 単純 化 や 仮定 を 伴う 。 モ デル 
で 用 いる 手法 に 唯一 の 正解 は 存在 せ ず 、 手 法 や 仮定 の 選択 に に っ て アウ ト プ ッ ト 

(出力 ) は 大 きく 異な り 得 る 。 モデ ル が 根本 的 な 誤り を 含ん で お り 不 正確 な アウ ト 
プッ ト を 出力 する 場合 や 、 モ デル が 不適 切 に 使用 され る 事態 も 生じ 得る 。 適切 な モ 

デル で あっ て も 、 環境 の 変化 に より 陳腐 化し 、 結果 と し て 当該 モデ ル の 使用 が 不適 
切 と な る こと も 想定 され る 。 


モデ ル の 誤り や 不適 切な 使用 は 、 誤っ た 情報 に 基づく 意思 決定 に つなが り 、 結果 
と し て 金融 機関 の 収益 、 財務 状況 、 レ ビ ピュ テー ショ ン 等 に 重大 な 損害 を 与え か ね な 

い 。 こ の よう に 、 モ デル は 意思 決定 の 一 助 と な り 便 益 を も た らし 得る 一 方 、 金融 機 
関 に とっ て リス ク 要 因 と な る 面 も 併せ 持っ て いる (モデ ル ・ リ スク )。 モ デル に 起 
因 す る 影響 は 、 当 該 モ デル を 使用 する 金融 機関 に 留まら ず 、 幅 広い 範囲 に 及び 得る 。 
例え ば 、 不 適切 な モデ ル の 使用 に よっ て 金融 市 場 全体 で リス ク が 過小 評価 され た 結 
果 、 金 融 ン レス テム 内 に リス ク が 蓄積 され 、 金 融 市 場 の 急激 な 調整 を 引き 起こ す な ど 、 
金融 レス テム 全体 の 不安 定性 を も た ら す 事態 も 考え られ る 。 


金融 機関 の モデ ル が 当局 宛 報告 や 規制 ・ 監 督 上 の 決定 に 用 いら れる 場合 、 モ デル 
に 起因 する 問題 は 規制 ・ 監 督 の 目的 を 大 きく 損ない か ね な い 。 こ の 問題 は 、 金融 機 
関 が 自 己 資本 比率 規制 等 に お いて 自社 の 内 部 モデ ル を 使用 する 場合 に 特に 顕著 で 
あり 、 か か る 内 部 モデ ル に 対す る 統制 の 必要 性 は 、 規制 分 野 で は 長らく 認識 され て 
きた 。 この よう な 背景 か ら 、 バ ー ゼ ル 銀 行 監督 委員 会 等 の 国際 的 な 規制 策定 主体 や 
金融 店 を は じ め と する 各国 の 監督 当局 は 、 規 制 目 的 で の 内 部 モデ ル の 使用 を 承認 
る 条件 と し て 、 当 該 内 部 モデ ル か ら 生 じ る リス ク を 実効 的 に 管理 する こと を 金融 機 
関 に 求め て きた 。 


し か し な が ら 、 モ デル に 伴う リス ク が 幅広 い 悪 影響 を 与え 得る こと に 鑑み る と 、 
規制 目的 か 否 か に 関わ ら ず 、 金 融 機関 は モデ ル の リス ク を 名 括 的 に 管理 する 必要 が 
ある 。 金融 機関 の 様々 な 業務 で モデ ル が 広範 に 使用 され る よう に な っ た 今 、 その 必 
要 性 は さら に 増し て いる と 言え る 。 モデ ル は 、 こ れ ま で 数 十 年 間 に わ た り 、 金融 商 
品 の プラ イシ ング や 価値 評価 、 リ スク 計測 (信用 リス ク 、 市場 リ スク 、 オ ペレ ー シ 
ョ ナル ・ リ スク 等 ) に お いて 広く 使用 され て きた が 、 近 年 、 そ の 利用 範囲 を 拡大 さ 
せ て いる 。 例 を 挙げ る と 、 引当 、 マ ネー・ ロ ー ン ダリ ング 対策 (AML) 、 不正 検知 、 
アル ゴリ ズム 取引 等 の 領域 は よ 、 ま すま す モ デル に 基づく も の と な っ て いる 。 これ ら 
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の モデ ル に は 、 コ ンピュータ ー の 計算 能力 の 向上 や 、 機械 学習 ・ 人 工 知 能 の 手法 の 
深化 と いっ た 技術 革新 の 成果 を 活用 し た も の も 多い 。 


金融 機関 を 取 巻 く 不 確実 性 の 高まり も 、 モデ ル ・ リ スク を 管理 する 必要 性 を 高め 
て いる 。 多く の モデ ル は 、 過去 に 基づく 将来 の 予測 や 、 観測 さ れ た も の に 基づく 観 
測 さ れ な いも の の 推定 を 目的 と し て いる 。 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 拡大 に 伴っ 
て 生じ た 経済 及び 金融 市 場 の 混乱 は 、 過 去 に 観測 され た パタ ー ン が 将来 に お いて も 
成り 立つ と は 限ら な いと いう 事実 を 再 認識 させ 、 モ デル に 内 在 す る リス ク を 浮き 彫 
り に する こと と な っ た 。 不 確 実 性 の 高い 環境 に お いて 、 金融 機関 が 技術 革新 の 成果 
を 取り 込む た め に は 、 モ デル ・ リ スク の 実効 的 か つ 能 動 的 な 管理 が 必要 不可 欠 と な 
っ て いる 。 


本 文書 は 、 モ デル ・ リ スク 管理 に 対す る 金融 庁 の アプ ロー チ を 示し 、 本 邦 金融 業 
界 に お ける モデ ル ・ リ スク 管理 実務 の さら な る 発展 を 促す こと を 目的 と し て いる 。 
また 、 本 文書 は 、 モ デル ・ リ スク 管理 に 関す る 期待 目線 を 示す に 当たっ て 、 モ デル ・ 
リス ク 管 理 に は 画 一 的 な 手法 が 存在 し な いこ と に 留意 し つつ 、 モ デル ・ リ スク 管理 
が 今後 も 実務 の 発展 が 見 込ま れる 領域 で ある こと を 考慮 し 、 ル ー ル ・ ベ ー ス で は な 
く 原 則 ベ ー ス の アプ ロー チ を 採用 し て いる 。 


II. 適用 


(1) 対象 金融 機関 
本 文書 は 、 金融 シス テム 上 重要 な 人 金融 機関 、 具体 的 に は 以下 に 掲げ る 金融 機関 を 
適用 対象 と する 。 


・ 本 邦 G-SIBs (金融 安定 理事 会 (FSB) に よる 選定 を 踏ま えて 金融 庁 が G-SIBs 
と し て 指定 し た 金融 機関 を いう 。) 

・ 本 邦 D-SIBs (我が国 の 金融 シス テム に お ける 重要 性 を 踏ま えて 金融 庁 が D- 
SIBs と し て 指定 し た 金融 機関 を いう 。) 


・ FSB に より 選定 され た G-SIBs( 本 邦 G-SIBs を 除く 。) の 本 邦子 会 社 で あっ て 、 
金融 庁 に よる モデ ル の 承認 を 受け て いる 金融 機関 


な お 、 金融 庁 は 今後 、 必要 に 応じ て 本 文書 の 適用 対象 金融 機関 を 拡大 する こと も 
あり 得る 。 


( 2) 「 モ デル 」 の 範囲 


本 文書 で 想定 する モデ ル ・ リ スク 管理 は 、 特 定 の モデ ル の カテ ゴリ ー に 限定 せ ず 、 
広範 な モデ ル を 対象 と し て いる 。 例 を 挙げ る と 、 プ ライ シン グ ・ モ デル 、 市 場 リス 
ク ・ 信 用 リス ク 等 の リス ク 計 測 モ デル の ほか 、AML で 使わ れる モデ ル や 市 場 監視 
モデ ル 等 も 含ま れ 得 る が 、 こ れ ら に 限定 され る も の で は な い 。 本 文書 は 、 モ デル が 
リス ク を も た らし 得る 限り 、 そ の リス ク を 管理 すべ き と い う 考 え 方 に 基づい て いる 。 
また 、 本 文書 は 個別 具体 的 な モデ ル の 管理 に つい て 規定 する も の で は な く 、 広 く 「 モ 
デル 」 に 該当 する も の に 対し て 、 そ の リス ク を 包括 的 に 管理 する 態勢 に つい て 記載 
し た も の で ある 。 


(3) 適用 に 当たっ て の 留意 事項 


金融 機関 が モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 の 構築 及び 強化 を 進め る に 当たっ て は 、 適切 

な 優先 順位 付け を 行う こと が 重要 で ある 。 包 括 的 な モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 の 構築 ・ 
強化 に は 、 相 当 の 時 間 を 要する こと が 見 込ま れる 。 こ れ を 踏ま え 、 金融 機関 は 、 例 
えば 、 リ スク が 高い と 考え る モデ ル や 、 リ スク を 実効 的 に 管理 する 観点 で 優先 度 が 
高い 取組 みか ら モ デル ・ リ スク 管理 態勢 の 構築 や 強化 を 開始 し 、 段階 的 に 対象 を 拡 
大 し て いく こと も 可能 で ある 。 この よう な 蘭 進 的 な アプ ロー チ を 採用 する 場合 に は 、 
モデ ル が 潜在 的 に 有する リス ク や 、 金 融 機 関 の モ デル ・ リ スク に 対す る 許容 度 等 に 
基づい て 、 適 切 に 優先 順位 付け を 行っ た 上 で 対応 する こと が 求め られ る 。 


金融 店 は 、 モ デル ・ リ スク 管理 に 係る 監督 ・ モ ニタ リン グ を 行う に 当たっ て 、 本 
原則 の 個別 項目 に 係る 遵守 状況 より も 、 モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 全体 の 機能 発揮 の 
状況 を 重視 し て いく 。 金融 機関 は 、 自 社 の リス ク ・ プ ロフ ァイル 、 業 務 に お ける モ 
デル の 使用 状況 、 使用 する モデ ル の 複雑 性 等 に 応じ し 、 ま た 、 自 社 全体 の リス ク 管 理 
の 枠組 み に 整 合 す る よう に 、 本 原則 を 柔軟 に 適用 する こと も 可能 で ある 。 ま た 、 金 
融 機関 は 、 形式 的 な モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 の 構築 に 留まら ず 、 取締役 会 等 や 上 級 
管理 職 の 関与 を 通じ て 、 そ の 実効 性 を 確保 する 努力 を 継続 し て いく こと が 期待 され 
る 。 


入 . 定義 
本 文書 に お いて 、 次 に 掲げ る 用 語 の 意義 は それ ぞ れ 以下 に 定め る と ころ に よる 。 


(a) モデ ル 


「 モ デル 」 と は 、 定 量 的 な 手法 (複数 の 定量 的 な 手法 に よっ て 構成 され る 手 
法 を 含む 。) で あっ て 、 理 論 や 仮定 に 基づき イン プッ ト デ ー タ を 処理 し 、 ア ウ 
トブ プッ ト (推定 値 、 予 測 値 、 ス コア 、 分 類 等 ) を 出力 する も の を いう 。 モ デル 
に は 、 インプット 又は アウ トブ プット の 全体 又は 部 分 が 定性 的 な も の や 、 イ ンプ 
ッ ト が 専門 的 判断 に 基づく も の も 含ま れる 。 


(b) モデ ル ・ リ スク 

「 モ デル ・ リ スク 」 と は 、 モ デル の 誤り 又は 不適 切な 使用 に 基づく 意思 決定 
に よっ て 悪影響 が 生じ る リス ク を いう 。 モ デル ・ リ スク は 、 金融 機関 の 健全 性 
の 低下 、 法令 の 違反 、 企業 価値 の 明 損 等 の 要因 と な り 得 る 。 一 般 的 に 、 モ デル ・ 
リス ク は 、( 1 ) 意図 し た 用 途 (モデ ル の 目的 ) に 照ら し て モデ ル に 根本 的 な 
誤り が あり 、 不 正確 な アウ トブ プッ ト を 出力 する 場合 、(2) モデ ル が 不適 切 に 
使用 され て いる 場合 (想定 し た 使用 の 範囲 外 で の 使用 や 、 モ デル の 限界 を 超え 
る 使用 を 含む 。) に 発現 し 得る 。 


モデ ル を 特徴 づけ る 特性 の 一 つと し て 「 不 確実 性 」 が 挙げ られ る 。 モ デル の 構築 
に お いて は 、 様々 な 選択 肢 か ら 手法 や 仮定 等 を 選択 する が 、 こ の 選択 次 第 で モデ ル 
の アウ ト プ ッ ト は 大 きく 異な り 得 る (モデ リン グ に よる 不 確 実 性 ) 。 ま た 、 モ デル 
の アウ ト プ ブッ ト は 推定 値 や 予測 値 な ど 直 接 的 な 観測 が 困難 な も の の 推計 等 で あり 、 
その 性質 に 伴う 不 確 実 性 が 存在 する (アウ ト プ ッ ト の 性 質 に よる 不 確 実 性 ) 。 モ デ 
ル に 内 在 す る これ ら の 不 確 実 性 が 、 モ デル に 基づく 意思 決定 を 誤 ら せ る 可能 性 を も 
た らし 、 モ デル ・ リ スク を 生じ させ る 本 質 的 な 要因 と な っ て いる 。 


IV. モデ ル ・ リ スク 管理 に お ける 重要 な 概念 


(1) 3 つの 防衛 線 

健全 な モデ ル ・ リ スク 管理 の 鍵 は 、 実効 的 な けん 制 が 行わ れる た め の 態 勢 を 構築 
する こと に ある 。 か か る 態勢 の 構築 は 、 け ん 制 を 評価 する リス ク 文 化 の 醸成 、 モ デ 
ル の 透明 性 の 確保 、 モ デル に 対す る 健全 な 懐 妖 心 、 モ デル を 「 ブ ラッ ク ・ ボ ックス 」 
化 さ せな い 努 力 等 の 上 に 成り 立つ も の で ある 。 


他 の リス ク 管 理 と 同様 に 、 モ デル ・ リ スク 管理 に お いて 実効 的 な けん 制 を 確保 す 
る 基本 的 な 枠組 み と し て 、 各 部 署 等 の 役割 等 を 「3 つの 防衛 線 (3 線 モ デル )」 の 
概念 の 下 で 整理 する こと が 考え られ る 。 モデ ル ・ リ スク 管理 に お ける 3 つの 防衛 線 
は 、 一 般 的 に は 以下 の 形 を と る と 想定 され る 。 


・ 第 1 の 防衛 線 (第 1 線 ) は 、 モ デル を 所 管 す る 又は モデ ル の 開発 ・ 使 用 に 直接 
関係 する 部 門 ・ 個 人 で 構成 され る (モデ ル ・ オ ー ナ ー、 モ デル 開発 者 、 モ デル 
使用 者 等 ) 。 


・ 第 2 の 防衛 線 (第 2 線 ) は 、 第 1 線 に 対す る けん 制 を 通じ て モデ ル ・ リ スク を 
管理 する 部 門 ・ 個 人 で 構成 され 、 モ デル ・ リ スク 管理 態勢 の 維持 、 規 程 等 の 遵 
守 状 況 及び モデ ル ・ リ スク 全体 に 対す る 独立 し た 立場 か ら の 監視 、 モ デル の 独 
立 検証 等 の 役割 を 担う 。 

・ 第 3 の 防衛 線 (第 3 線 ) は 、 内 部 監査 部 門 で 構成 され 、 金 融 機 関 の モ デル ・ リ 
スク 管理 態勢 の 全体 的 な 有効 性 を 評価 する 。 


本 文書 で は 、 モ デル ・ リ スク 管理 に お ける 実効 的 な けん 制 を 重視 する 観点 か ら 、 
3 つの 防衛 線 に 重点 を 置い た 記載 を し て いく 。 た だ し 、3 つの 防衛 線 に お ける 組織 
構成 の あり 方 や 役割 ・ 責 任 の 割り 当て に は 様々 な 形 が 考え られ る ほか 、 防衛 線 の 完 
全 な 分 離 が 現実 的 で な い 場 合 も あり 得る 。 ど の よう な 態勢 で あれ 、 金融 機関 は 、 自 
社 の モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 に お いて 、 いか に 実効 的 な けん 制 を 確保 する か を 検討 
する 必要 が ある 。 


(2) モデ ル ・ ラ イフ サイ クル 


モデ ル ・ リ スク 管理 に お ける 実効 的 な けん 制 は 、「 モ デル ・ ラ イフ サイ クル 」( モ 
デル の 特定 、 リ スク 格付 の 付与 、 開 発 、 使 用 、 変 更 、 使 用 停止 等 の 、 モ デル が 経る 
ー 連 の 流れ を いう 。) の 各 ス テー ジ に お いて 行わ れる 必要 が ある 。 モ デル ・ ラ イフ 
サイ クル に 沿っ た モデ ル ・ リ スク 管理 の 例 と し て は 、 以 下 が 考 えら れる 。 


・ モデ ル ・ リ スク 管理 の 対象 と する 「 モ デル 」 を 定義 し 、 その 定義 に 基づい て 「 モ 
デル 」 を 特定 する 。 そ の 上 で 、 特 定 し た モデ ル を 包括 的 な 「 モ デル ・ イ ン ベ ン 
トリ ー」 (金融 機関 が 特定 し た すべ て の モデ ル の 情報 を 記載 し た デー タベース を 
いう 。) に 記録 する 。 

・ 各 モ デル に 対し て リス ク 評 価 を 行い 、 リ スク 格付 を 付与 する 。 モ デル の リス ク 
格付 は 、 モ デル ・ リ スク 管理 に お ける リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ の 基礎 と し て 、 
各 モ デル に 対す る 統制 の レベ ル (検証 の 深度 や 頻度 等 ) を 決定 する 重要 な 要素 
と な る 。 


・ 開発 プロ セス で は 、 モデ ル で 用 いら れる 手法 や 仮定 、 モ デル の 限界 等 が モデ ル ・ 
リス ク 管 理 に お ける ステ ー ク ホル ダー に 十分 か つ 確 実に 伝達 され る よう に 、 包 
括 的 な モデ ル 記 述 書 を 作成 する 。 

・ モデ ル の 使用 開始 前 に は 、 第 1 線 が モデ ル ・ テ スト (開発 時 の 点検 ) を 行う 。 
また 、 第 2 線 が 独立 し た 立場 か ら 検 証 を 行い 、 検 証 結果 を 踏ま よそ えて モデ ル の 使 
用 を 承認 する 。 

・ モデ ル の 使用 開始 後に は 、 第 1 線 が モデ ル に 対す る 継続 モニ タリ ング 、 第 2 線 
が 再 検証 を 実施 し 、 モ デル が 意図 し た と お り の 性 能 を 示す こと が 出来 て いる か 
を 評価 する 。 欠陥 等 が 発見 され た モデ ル に つい て は 、 第 2 線 が 使用 を 制限 又は 
拒否 する 権限 を 持つ 。 

・ モデ ル に 重要 な 変更 が 加え られ た 場合 に は 、 必 要 に 応じ て 追加 的 な 検証 を 実施 
する 。 

・ 第 2 線 は 自社 全体 の モデ ル ・ リ スク を 評価 し 、 結 果 を 取締 役 会 等 に 報告 する 。 


・ 内 部 監査 を 担う 第 3 線 は 、 人 金融 機関 の モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 の 全体 的 な 有効 
性 を 評価 する 。 

・ 上 記す べ て の プロ セス を 方 針 ・ 規 程 に に よっ て 明確 化し 、 各 プロ セス に お ける 結 
果 は 適切 に 文書 に 残し て お く 。 


(3) リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ 

リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ は 、 モ デル ・ リ スク 管理 の 実効 性 確保 に と っ て 重要 な 
概念 で ある 。 モ デル ・ リ スク 管理 に お ける リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ と は 、 金融 機 
関 が モ デル に 内 在 す る リス ク を 評価 し 、 評 価 結果 に 基づい て リス ク を 管理 する こと 
を いう 。 


金融 機関 は 、 あ る モデ ル に 対し て リス ク が 高い と 判断 し た 場合 に は 、 そ の リス ク 
に 適切 に 対処 し 、 必要 に 応じ て リス ク を 低減 すべ き で ある 。 一 方 、 リ スク が 低い と 
判断 し た 場合 に は 、 そ れ に 応じ た 措置 を 採る こと も 可能 で ある 。 こう し た アプ ロー 
チ に よっ て 、 金 融 機関 は リソー ス を 効率 的 に 配分 し 、 モ デル ・ リ スク を 実効 的 に 低 
減 す る こと が 可能 と な る 。 な お 、 モ デル ・ リ スク 管理 に お いて 、 金融 機関 は 、 個 々 
の モデ ル が 有する リス ク だ け で な く 、 自 社 が 使う 様々 な モデ ル を 総体 と し て 捉え た 
と き の リ スク (異な る モデ ル 間 の 相互 依存 関係 等 ) も 勘案 し 、 適切 に 対応 する 必要 
が ある 点 に は 留意 が 必要 で ある 。 


リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ は 、 自 社 の モデ ル ・ リ スク に 対す る 許容 度 と 整合 的 で 
ある 必要 が ある 。 金融 機関 は 、 自 社 が 有する モデ ル ・ リ スク を 深く 理解 し 、 許容 可 
能 な 水準 まで モデ ル ・ リ スク を 効果 的 に 低減 すま べき で ある 。 


V. モデ ル ・ リ スク 管理 に 関す る 原則 


金融 機関 が モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 を 構築 し 、 管理 を 行っ て いく 際 に 考慮 すべ き 
原則 を 以下 に 示す 。 


原則 1 一 ガバ ナン ス : 取締 役 会 等 及び 上 級 管理 職 は 、 モデ ル ・ リ スク を 包括 的 に 管 
理 す る た め の 態 勢 を 構築 すべ き で ある 。 


1.1. 取締 役 会 等 及び 上 級 管理 職 の 責任 


取締 役 会 等 及び 上 級 管理 職 は 、 リ スク 管理 態勢 の 一 部 と し て 、 モ デル ・ リ ス 
ク を 包括 的 に 管理 する た め の 強 固 な モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 を 構築 すべ き で あ 
る 。 取締役 会 等 は 、 モ デル ・ リ スク 管理 の 実施 及び 管理 態勢 の 維持 に 関す る 責 
任 を 、 上 級 管理 職 又 は 関連 する 委員 会 に 委譲 する こと が で きる 。 取 締 役 会 等 は 、 
他 の リス ク 領 域 と 同様 に 、 方 人 針 ・ 規 程 の 遵守 状況 、 自社 の モデ ル ・ リ スク の 状況 
等 に つい て 定期 的 に 報告 を 受け る べき で ある 。 


1.2. モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 


モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 は 、 金 融 機関 の 特性 、 リ スク ・ プ ロフ ァイル 、 モ デ 
ル ・ リ スク の 人 性質 、 モ デル ・ リ スク に 対す る 許容 度 等 と 整合 的 で な けれ ば な ら 
な い 。 モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 は 、 グ ルー プ 全 体 で の 管理 を 基本 と し 、 業態 間 ・ 
地域 間 ・ 法 域 間 等 で 適切 な レベ ル の 一 貫 性 を 確保 する 必要 が ある 。 モ デル ・ リ 
スク 管理 態勢 は 、 業 界 の 健全 な 実務 慣行 や 、 自 社内 外 に お ける モデ ル ・ リ スク 
管理 の 失敗 事例 か ら 得 られ た 教訓 も 十分 に 考慮 し て 構築 され る べき で ある 。 


1.3. 方 針 ・ 規 程 及 び 文 書 化 

金融 機関 は い 、 モ デル ・ リ スク 管理 態勢 と その 業務 を 定め た 方 針 ・ 規 程 を 整備 
すべ き で ある 。 方 針 ・ 規 程 に は 、 モ デル の 定義 、 役割 と 責任 、 モ デル ・ イ ン ベ ン 
トリ ー、 モ デル 開発 、 実装 、 検証 等 、 モデ ル ・ リ スク 管理 の すべ て の 項目 を 網羅 
すべ き で ある 。 

また 、 金融 機関 は 、 モ デル ・ リ スク 管理 に お ける 各 プ ロ セ ス の 結果 を 適切 に 
文書 に 残し て お くべ き で ある 。 文書 化 の 水準 は 文書 の 目的 に よっ て 異な り 得 る 
が 、 目 的 に 照ら し て 、 ス テー ク ホ ル ダ ー に 必要 な 事項 が 十分 に 伝わる 内 容 ・ 粒 
度 を 備え て いる 必要 が ある 。 


1.4. 役割 ・ 責 任 
金融 機関 は 、 モ デル ・ リ スク 管理 に 係る 各部 門 ・ 部 賭 等 の 役割 ・ 責 任 を 明確 に 
規定 すべ き で ある 。 役割 ・ 責 任 の あり 方 は 金融 機関 の モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 
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に よっ て 異な る と 考え られ る が 、 人 金融 機関 は 、 そ の うち の 重要 な も の と し て 、 
① モ デル の 所 管 及び ② 独 立 し た 立場 か ら の 統制 に つい て 規定 する 必要 が ある 。 
① に つい て 、 金融 機関 は 、 モ デル 毎 に モデ ル ・ オ ー ナ ー (第 1 線 と し て モデ ル 
使用 及び その 性 能 に 責任 を 担う 者 (部 署 ) を いう 。) を 設定 すべ き で ある 。 
② に つい て 、 金融 機関 は 、 第 1 線 の 有する モデ ル ・ リ スク に 対し て 統制 を 行う 
部 署 と し て 、 モ デル ・ リ スク 管理 部 署 (第 2 線 と し て モデ ル ・ リ スク 管理 熊 
勢 の 維持 、 方 針 ・ 規 程 の 遵守 状況 及び モデ ル ・ リ スク 全体 に 対す る 独立 し た 
立場 か ら の 監視 等 に 責任 を 負う 者 (部 署 ) を いう 。) を 設置 すべ き で ある 。 


原則 2 一 モデ ル の 特定 、 イ ン ベ ン トリ ー 管 理 及 び リ スク 格付 : 金融 機関 は 、 管理 す 
べき モデ ル を 特定 し 、 モ デル ・ イ ン ベ ン トリ ー に 記録 し た 上 で 、 各 モ デル に 対し て 
リス ク 格 付 を 付与 する べき で ある 。 


2.1. モデ ル の 特定 
金融 機関 は 、 自 社 の モデ ル ・ リ スク 管理 態勢 に お ける モデ ル の 定義 に 基づき 、 
管理 対象 と する 「 モ デル 」 を 特定 すべ き で ある 。 通常 、 第 1 線 が モデ ル の 特定 に 
責任 を 負い 、 第 2 線 が モデ ル の 該当 ・ 非 該当 の 最終 判定 に 責任 を 負う 。 


2.2. モデ ル ・ イ インベントリー 管理 

金融 機関 は 、 使 用 中 の モデ ル 、 開 発 中 の モデ ル 及 び 最 近 使 用 を 停止 し た モデ 
ル に 関す る 一 連 の 情報 を 、 モ デル ・ イ ン ベ ン トリ ー に 記録 すべ き で ある 。 モ デ 
ル ・ イ ン ベ ン トリ ー は 、 人 金融 機関 が モデ ル ・ リ スク 管理 を 行う に 当たっ て 必要 
な 情報 を 包括 的 に 記載 し て いる 必要 が ある 。 各 業態 ・ 子 会 社 や 各部 門 ・ 部 署 等 
の 単位 で モデ ル ・ イ ン ベ ン トリ ー を 管理 する こと も 可能 で ある が 、 グ ルー プ ・ 
ベー ス で の モデ ル ・ イ ン ベ ン トリ ー の 管理 は 必要 で あり 、 第 2 線 が その 責任 を 
担う べき で ある 。 


2.3. モデ ル の リス ク 格 付 
金融 機関 は い 、 モ デル ・ イ ン ベ ン トリ ー に 記録 し た 各 モ デル に 対し て 、 リ スク 
評価 を 行い 、 リ スク 格付 を 付与 する べき で ある 。 リ スク 格付 は 、 モ デル ・ リ スク 
管理 に お ける リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ の 基礎 と し て 、 各 モデ ル に 対す る 統制 
の レベ ル (検証 の 深度 や 頻度 等 ) を 決定 する 重要 な 要素 と な る 。 リ スク 格付 の 
手法 は 金融 機関 に よっ て 異な り 得る が 、 リ スク 評価 に 当たっ て は 、 モ デル の 重 
要 性 、 複 雑 性 、 用 途 等 の 要素 を 考慮 する こと が 考え られ る 。 


原則 3 一 モデ ル 開 発 : 金融 機関 は 、 適 切な モデ ル 開 発 プ ロ セ ス を 整備 すべ き で ある 。 
モデ ル 開 発 に お いて は 、 モデ ル 記 述 書 を 適切 に 作成 し 、 モデ ル ・ テ スト を 実施 すべ 
き で ある 。 


3.1. モデ ル 開 発 
モデ ル 開 発 に お いて は 、 モ デル の 理論 的 な 適切 性 、 デ ー タ の 質 ・ モ デル と の 
適合 性 な ど 、 モ デル の 目的 に 照ら し た 適切 性 を 確保 する た め の 開 発 プ ロ セ ス を 
整備 する べき で ある 。 


3.2. モデ ル 記 述 書 


モデ ル 開 発 プ ロ セ ス に お いて は 、 包 括 的 な モデ ル 記 述 書 を 作成 する べき で あ 
る 。 モ デル 記述 書 は 、 各 モデ ル の 機能 や 特性 を ステ ー ク ホル ダー に 適切 に 共有 
で きる よう に 、 モ デル で 用 いら れる 手法 や 仮定 、 モ デル の 限界 ・ 弱 点 等 を 包括 
的 か つ 詳 細 に 記載 すべ き で ある 。 モ デル 記述 書 は 、 関 連 分 野 の 専門 性 を 持つ 第 
三 者 (モデ ル の 検証 者 等 ) が モデ ル の 機能 等 を 理解 で きる 程度 に 十分 な 情報 を 
備え て いる 必要 が ある 。 


3.3. モデ ル ・ テ スト 


モデ ル 開 発 プ ロ セ ス に お いて 、 第 1 線 は 、 モ デル の 正式 使用 開始 前 に モデ ル ・ 
テス ト を 実施 すべ き で ある 。 モ デル ・ テ スト で は 、 当 該 モ デル の 各 構 成 要素 及 
び 全 体 の 動作 の 点検 を 行い 、 モ デル の 潜在 的 な 限界 ・ 弱 点 を 分 析 し 、 当 該 モ デ 
ル が 意図 され た と お り に 機能 し て いる か の 評価 を 行う 。 ま た 、 モ デル ・ テ スト 
の 結果 は 適切 に 文書 化す べき で ある 。 


原則 4 一 モデ ル 承 認 : 金融 機関 は 、 モ デル ・ ラ イフ サイ クル の ステ ー ジ (モデ ル の 
使用 開始 時 、 重要 な 変更 の 発生 時 、 再 検証 時 等 ) に 応じ た モデ ル の 内 部 承認 プロ セ 
ス を 有する べき で ある 。 


4.1. モデ ル 承 認 


モデ ル が 正式 に 使用 開始 され る 際 や 、 モ デル に 重要 な 変更 が 加え られ る 際 に 
は 、 事 前 に 第 2 線 に よる モデ ル 検 証 と 内 部 承認 を 受け る 必要 が ある 。 ま た 、 モ 
デル の 再 検証 が 行わ れる 際 に は 、 当 該 モ デル の 継続 使用 に 関す る 内 部 承認 を 受 
ける 必要 が ある 。 モ デル 承認 者 は 、 モ デル 使用 に 関す る 制限 等 の 条件 を 付 し た 
承認 や 、 モ デル 使用 の 拒否 を 行う 権限 を 持つ べき で ある 。 


4.2. モデ ル 承 認 に 係る 例外 規定 


金融 機関 は 、 モ デル 承認 に 関す る 例外 規定 を 設け る こと も 可能 で ある 。 た だ 
し 、 正 式 な モデ ル 承 認 を 経 ず に モデ ル の 使用 を 例外 的 に 認め る こと は 、 あ くま 
で も 第 2 線 に よる 厳格 な 統制 の も と で 行わ れる 一 時 的 な 措置 で ある べき で ある 。 
また 、 こ うし た 例外 措置 は 、 モ デル が 有する リス ク と 整合 し て いる 必要 が ある 。 


原則 5 一 継続 モニ タリ ング : モデ ル の 使用 開始 後 は 、 モ デル が 意図 し た と お り に 機 
能 し て いる こと を 確認 する た め に 、 第 1 線 に よっ て 継続 的 に モニ タリ ング され る 
べき で ある 。 


5.1. 継続 モニ タリ ング 

金融 機関 は 、 使 用 が 開始 され た モデ ル に 対し て 継続 モニ タリ ング を 実施 すべ 
き で ある 。 継続 モニ タリ ング は 通常 、 第 1 線 に よっ て 実施 され 、 モ デル が 意図 
し た と お り に 機能 し て いる か に つい て 定期 的 な 確認 を 行う 。 

使用 開始 時 に は 意図 し た と お り の 性 能 が 確認 され た モデ ル で あっ て も 、 計 測 
対象 と する 金融 商品 、 金 融 機 関 の ビ ジネス 活動 、 市 場 の 状況 その 他 の 環境 の 変 
化 等 に より 性 能 が 低下 する こと も 想定 され る 。 継続 モニ タリ ング は 、 そ の よう 
な モデ ル の 陳腐 化 を 捕捉 し 、 モ デル の 変更 又は 使用 停止 が 必要 と な っ て いな い 
か を 確認 する 役割 も 担っ て いる 。 


5.2. 継続 モニ タリ ング の 実施 方 法 
継続 モニ タリ ング の 手法 等 は 、 モ デル の 目的 、 性 質 及 び リ スク に よっ て 異な 
り 得 る 。 金融 機関 は 、 継 続 モ ニタ リン グ の 実効 性 を 確保 する た め に 適切 な アプ 
ロー チ を 選択 する 必要 が ある 。 継 続 モ ニタ リン グ に お いて も 文書 化 は 重要 な プ 
ロ セ ス で あり 、 金 融 機 関 は 、 継 続 モ ニタ リン グ の 頻度 ・ 手 法 と いっ た 実施 方 法 
や 、 実 施し た 結果 を 適切 に 文書 化す る べき で ある 。 


原則 6 一 モデ ル 検 証 : 第 2 線 が 担う 重要 な けん 制 機能 と し て 、 金融 機関 は モデ ル の 
独立 検証 を 実施 すべ き で ある 。 衝立 検証 に は 、 モ デル の 正式 な 使用 開始 前 の 検証 、 
重要 な 変更 時 の 検証 及び モデ ル 使 用 開始 後 の 再 検証 が 含ま れる 。 


6.1. モデ ル 検 証 
金融 機関 は モデ ル の 独立 検証 を 実施 すべ き で ある 。 モ デル 検証 で は 、 モ デル 
の 仕様 及び 理論 の 適切 性 、 モ デル 使用 の 適切 性 、 モ デル の 使用 に 関す る 制限 の 
要 否 等 を 確認 する 。 検 証 結果 は 適切 に 文書 化 さ れ 、 モ デル 承認 の 判断 基準 と し 
て 考慮 され る べき で ある 。 第 2 線 は 、 モ デル 検証 で 欠陥 等 が 発見 され た モデ ル 
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に つい て 、 第 1 線 に 対し て 使用 の 制限 や 停止 等 の 適切 な リス ク 低 減 措置 を 求め 
る 権限 を 有する べき で ある 。 


6.2. モデ ル 検 証 の 類型 


モデ ル は 、 モ デル ・ ラ イフ サイ クル の ステ ー ジ に 応じ て 各種 の モデ ル 検 証 の 
対象 と な る 。 まず 、 すべ て の モデ ル は 、 原則 4.2. の 例外 規定 に より 使用 を 認め ら 
れる 場合 を 除い て 、 正 式 な 使用 開始 前 に 検証 を 受け る べき で ある 。 ま た 、 モ デ 
ル に 重要 な 変更 が 加え られ る 場合 に は 、 第 2 線 が 検証 の 必要 性 を 検討 すべ き で 
ある 。 モ デル の 使用 開始 後 は 、 実 際 の 運用 に お いて 意図 し た と お り に 機能 し て 
いる か どう か を 評価 する た め に 、 再 検証 が 行わ れる べき で ある 。 


6.3. モデ ル 検 証 の 手法 及び 検証 項目 
モデ ル 検 証 の 手法 及び 検証 項目 は 、 モ デル の 目的 、 性 質 、 リ スク の ほか 、 デー 
タ の 利用 可能 性 や モデ ル 検 証 の 類型 に よっ て 異な り 得る 。 金 融 機関 は 、 モ デル 
に 対し て 実効 的 な けん 制 を 行う た め に 、 モ デル 検証 に 当たっ て 適切 な 手法 等 を 
選択 する 必要 が ある 。 実施 が 適当 な 場合 に は 、 実 際 の 過去 デー タ と モデ ル の ア 
ウト プッ ト の 比較 分 析 (バッ ク ・ テ スト 等 ) も モデ ル 検 証 の 手法 に 含ま れる 。 


モデ ル 検 証 に お ける 検証 項目 は 、 モ デル 自体 の 評価 と 第 1 線 の 管理 に 対す る 
評価 の 両方 を カバ ー す る 必要 が ある 。 検証 項目 に は 、 例え ば 、 モデ ル 記 述 書 、 手 
法 、 仮 定 、 デ ー タ 、 開発 上 の 証跡 、 実装 、 使 用 、 継続 モニ タリ ング 等 の 評価 が 含 
まれ る 。 


6.4. モデ ル 検 証 の 独立 性 
金融 機関 は 、 モ デル 検証 者 が 第 1 線 か ら 十 分 に 独立 し て けん 制 機能 を 発揮 で 
きる 態勢 を 構築 すべ き で ある 。 モ デル 検証 の 独立 性 は 、 レ ポー ティ ング ライ ン 
の 分 離 や イン セン ティ ブ 構 造 等 に よっ て 確保 され る こと が 考え られ る 。 な お 、 
第 1 線 が モデ ル 検 証 を 実施 する こと も 許容 され る が 、 そ の 場合 は 、 第 1 線 が 実 
施し た 検証 結果 に 対し て 第 2 線 が 評価 を 行う べき で ある 。 


6.5. モデ ル 検 証 に お ける リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ 

モデ ル 検 証 の 実施 頻度 や 深度 ・ 範囲 等 は 、 当 該 モ デル の リス ク の 高低 と 整合 
的 で な けれ ば な ら な い 。 特 に 、 再 検証 の 実施 頻度 及び 優先 順位 付け は 、 モ デル 
の リス ク 格 付 と 整合 的 で ある こと の ほか 、 環 境 の 変化 や それ に 伴う モデ ル の 性 
能 低下 の 兆候 、 モ デル の 使用 に 関す る 制限 等 の 状況 も 考慮 する こと が 必要 で あ 
る 。 

な お 、 リ スク ベー ス ・ ア プロ ー チ の 観点 か ら は 、 リ スク が 低い モデ ル に つい 
て 、 例 えば 環境 に 大 き な 変 化 が あっ た 場合 や モデ ル の 性 能 低下 の 兆候 が 観察 さ 
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れ た 場合 に 不定 期 の 再 検証 を 実施 する な ど 、 定 期 的 な 再 検証 を 実施 し な いこ と 
も 許容 され る 。 


原則 7ー ベ ンダ ー・ モ デル 及び 外部 リソー ス の 活用 : 金融 機関 が ベン ダー・ モ デル 
等 や 外部 リソー ス を 活用 する 場合 、 そ れ ら の モデ ル 等 や 外部 リソー ス の 活用 に 対 
し て 適切 な 統制 を 行う べき で ある 。 


7.1. ベン ダー・ モ デル その 他 の サー ド パ ー テ ィ ー 製 品 

ベン ダー・ モ デル 等 (モデ ル で 使用 する サー ド パ ー テ ィ ー 製 の デー タ や パラ 
メー ター 等 を 含む 。) は 、 そ の 仕様 等 の 詳細 が 非 公開 で ある こと が 多く 、 金融 機 
関 は 当該 ベン ダー・ モ デル 等 で 用 いら れ て いる 手法 、 仮 定 、 デ ー タ 等 に 関し て 
限定 的 な 情報 し か 持た な いこ と が 多い 。 し か し な が ら 、 人 金融 機関 は 、 こ れ ら の 
制約 が ある 場合 で あっ て も 、 ベ ンダ ー・ モ デル 等 を 自社 の モデ ル ・ リ スク 管理 
態勢 の 下 で 位置 づけ 、 そ の リス ク を 管理 し 、 許 容 可 能 な 水準 まで 低減 する 必要 
が ある 。 


7.2. ベン ダー・ モ デル 等 の リス ク 管 理 


ベン ダー・ モ デル 等 の リス ク 管 理 に は 、 社 内 開発 の モデ ル 等 と は 異な る アプ 
ロー チ が 必要 に な る 。 ベン ダー・ モ デル 等 に 特有 の 管理 と し て は 、 例え ば 、 適切 
な ベン ダー 及び 製品 を 選定 する こと 、 可 能 な 限り 詳細 な 情報 の 提供 を ベン ダー 
に 求め 、 モ デル の 仮定 ・ 特 性 や 限界 ・ 弱 点 の 把握 に 努め る こと 、 入手 可能 な 情報 
に 基づき 可能 な 範囲 で モデ ル 検 証 を 実施 する こと 、 当 該 ベ ンダ ー・ モ デル 等 が 
使用 で き な い 状況 に 備え た コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン を 策定 する こと 等 が 考 
えら れる 。 


7.3. 外部 リソー ス の 活用 
モデ ル 検 証 や モデ ル の 評価 等 、 モ デル ・ リ スク 管理 の 実施 に お いて 外部 リ ソ 
ー ス を 活用 する 場合 、 金 融 機関 は 外部 リソー ス の 提供 者 が 実施 し た 活動 の 結果 
を 理解 し 、 適切 に 評価 で きる 必要 が ある 。 外部 リソー ス の 提供 者 に 係る デュ ー・ 
ディ リジェ ンス その 他 の 外部 委託 に 当たっ て の 統制 は 、 金 融 機関 に お ける 外部 
委託 に 係る 既存 の 管理 と 整合 的 で ある べき で ある 。 


原則 8 一 内 部 監査 : 内 部 監査 部 門 は 、 第 3 線 と し て 、 モ デル ・ リ スク 管理 態勢 の 全 
体 的 な 有効 性 を 評価 すべ き で ある 。 


8.1. 内 部 監査 の 役割 
内 部 監査 部 門 は 、 モ デル ・ リ スク 管理 態勢 と その 実務 が 包括 的 で 厳格 か つ 実 
効 的 で ある か どう か を 、 独 立 し た 立場 か ら 評価 ・ 検 証 す べ き で ある 。 また 、 金融 
機関 は 、 自 社 が 行う 他 の 内 部 監査 と 同様 に 、 モ デル ・ リ スク 管理 に 係る 内 部 監 
査 の 所 見 を 文書 化し 、 取 締 役 会 等 又は 関連 する 委員 会 に 報告 すべ き で ある 。 


令 和 3 年 11 月 12 日 公表 


